
新
原
保
存
仏
像
碑
と
長
沼
賢
海
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ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

　今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学

賞
は
、
東
京
工
業
大
学
栄
誉
教
授
・

大
隅
良
典
さ
ん（
生
物
学
）
が
受
賞

し
、
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が

三
年
連
続
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に

福
岡
県
出
身
者
が
い
る
と
か
い
な
い

と
か
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
あ
ら
た
め
て
地
元
福
岡
で
注

目
さ
れ
た
の
が
、
福
岡
県
出
身
者
と

し
て
最
初
の
受
賞
者
で
あ
っ
た
こ

と
で
す（
九
州
で
は
、
鹿
児
島
県
出

身
の
赤
崎
勇
氏
に
次
ぐ
二
人
目
の
受

賞
）。
福
岡
県
は
大
隅
さ
ん
に
県
民

栄
誉
賞
を
授
与
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　大
隅
さ
ん
は
福
岡
市
に
生
ま
れ
、

香
椎
小
・
香
椎
中（
現
在
は
香
椎
第

一
中
）・
福
岡
高
校
を
経
て
東
京
大

学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
福
岡
高
校
化

学
部
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
盛
ん
に

テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
た
の
で
す
か

ら
、
報
道
に
接
し
て
驚
く
と
同
時
に
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
ぐ
っ
と
近
づ
い
て
き

た
感
じ
も
し
た
も
の
で
す
。

　大
隅
さ
ん
の
父
が
九
州
大
学
工
学

部
教
授
だ
っ
た
芳
雄
氏（
鉱
山
学
）、

兄
が
東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
和

雄
氏（
歴
史
学
）で
、
兄
が
弟
に
贈
っ

た『
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
』の
話
が
テ
レ

ビ
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
、
そ
の
後
、

同
書
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
入
っ
て
い

る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　私
が
驚
い
た
の
は
芳
雄
氏
の
妻
の

父
、
つ
ま
り
大
隅
良
典
さ
ん
の
母
方

の
祖
父
が
長
沼
賢
海
だ
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
し
て
長
沼
賢
海
の
名
は
、
新

原
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
こ
の
連
載
の
第
七
回（
平

成
九
年
九
月
）、
第
二
三
回（
平
成

十
一
年
二
月
）で
取
り
上
げ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
あ
ら

た
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　＊

　新
原
の
バ
ス
通
り
に
面
し
て
建
つ

「
新
原
保
存
仏
像
碑
」（
写
真
１
）は
敷

地
の
奥
に
あ
る
地
蔵
堂
の
三
体
の
仏

像
の
由
来
を
語
る
も
の
で
す
。
石
碑

表
面
の
上
に
右
か
ら
左
に「
新
原
保

存
仏
像
碑
」と
書
か
れ
て
い
ま
す（
写

真
２
）。
こ
れ
を
題
額
と
言
い
ま
す
。

そ
の
下
に
碑
文
が
書
か
れ
、
そ
の
末

尾
に「
九
州
大
学
名
誉
教
授
長
沼
賢

海
」と
あ
り
ま
す（
写
真
３
）。
実
際

に
は「
賢
海
」の
部
分
は
、
文
字
は
彫

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
墨
が
入
っ
て

い
な
い
の
で
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　裏
面
に
は
、
地
蔵
堂
の
仏
像
が

元
々
は
宇
美
八
幡
宮
の
仏
像
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
古
文
書
が
写
し
取
ら

れ
て
い
ま
す（
写
真
４
）。
長
沼
教
授

は
こ
の
古
文
書
が
示
す
仏
像
の
由
来

を
将
来
に
伝
え
る
た
め
、
新
原
の
人

た
ち
に
頼
ま
れ
て
碑
文
を
書
い
た
の

で
す（
文
章
を
作
っ
た
だ
け
で
な
く
、

長
沼
賢
海
自
筆
の
書
で
す
）。

　石
碑
の
台
座
に
は
、
須
恵
村
長
今

泉
与
七
を
筆
頭
に
発
起
人
・
世
話
人
・

寄
附
者
な
ど
の
名
が
び
っ
し
り
と
書

き
込
ま
れ
て
い
ま
す（
写
真
５
）。
こ

れ
ら
は
ま
だ
調
査
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。　仏

像
が
宇
美
八
幡
宮
か
ら
新
原
に

移
さ
れ
た
の
が
慶
応
四
年
＝
明
治

元
年（
一
八
六
八
）十
月
。
仏
像
碑
が

建
て
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）十
月
で
す
。
当
時
は
須

恵
町
は
ま
だ
須
恵
村
と
言
っ
た
時

代
で
し
た（
昭
和
二
十
八
年
町
制
施

行
）。

　古
文
書
の
写
し
に
よ
る
と
、
宇
美

八
幡
宮
の
仏
像
、
阿
弥
陀
仏
・
薬
師

仏
・
弥
勒
仏
と
大
師
木
像
の
四
体
が

お
堂
と
共
に
新
原
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
文
書
に
署
名
し
た
の
は
留る

守す

美
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可
和
と
韓か
ら

橋は
し

主
膳
・
神こ
う

武た
け

左
京
。
当

時
の
考
え
方（
神
仏
習
合
）で
は
、
神

社
の
神
様
は
同
時
に
仏
様
で
し
た
。

宇
美
八
幡
宮
に
は
誕
生
寺
と
い
う
寺

院
が
あ
り
、
今
の
神
主
の
役
割
を
務

め
て
い
ま
し
た
。「
留
守
」は
宇
美
八

幡
宮
の
責
任
者
と
し
て
の
役
職（
美

可
和
は「
三み
か
わ
の
か
み

河
守
」の
意
と
思
わ
れ
ま

す
）、
韓
橋
・
神
武
の
二
人
は
そ
の

補
佐
役
で
し
ょ
う
。

　明
治
維
新
に
よ
っ
て
成
立
し
た
太

政
官
政
府
は
、
神
仏
習
合
を
否
定
し

て
、
神
仏
分
離（
神
社
と
寺
院
を
分

け
る
考
え
方
）へ
と
カ
ジ
を
切
り
ま

し
た
。
神
仏
分
離
の
布
告
が
出
さ
れ

た
の
が
慶
応
四
年
三
月
で
す
。
こ
れ

が
行
き
過
ぎ
て
、
神
社
内
の
寺
院
や

仏
像
の
破
壊
に
至
り
、
そ
れ
が
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈
し
ゃ
く

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
県
内
で
も
太
宰
府
天
満
宮
な
ど

が
激
し
い
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くに
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
宇
美
八
幡
宮
で

は
仏
像
を
安
全
に
保
管
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
氏
子
で
あ
る
新
原
の
人
た

ち
に
仏
像
を
託
し
た
の
で
す
。
古
文

書
の
宛
先
は「
新
原
村
御
信
心
連
中
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
新
原
村
に

迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
の

仏
像
に
は
、
破
壊
さ
れ
る
か
バ
ラ
バ

ラ
に
売
り
払
わ
れ
る
運
命
が
待
ち
受

け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くは

貴
重
な
文
化
財
が
海
外
に
流
出

す
る
原
因
に
も
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
に
由
緒
あ
る
新
原
の
仏

像
で
す
が
、
専
門
家
の
調
査
に
よ
る

と
、
阿
弥
陀
如
来
は
平
安
時
代
中
期

（
一
〇
世
紀
）、
薬
師
如
来
は
平
安
時

代
後
期（
一
二
世
紀
）の
制
作
と
さ
れ

ま
す
。
傷
み
が
あ
っ
た
り
、
補
修
さ

れ
た
り
は
し
て
い
ま
す
が
、
古
い
時

代
の
大
切
な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　仏
像
や
お
堂
の
保
存
、
再
評
価
に
、

長
沼
賢
海
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
ら

た
め
て
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
今
と

な
っ
て
は
、「
新
原
保
存
仏
像
碑
」も

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
増
し
て
い

ま
す
。

写真1　新原保存仏像碑と新原地蔵堂（敷地奥） 写真2　題額と碑文

写真3
碑文末尾「長沼賢海」
の名

写真4
背面「証文ノウツシ」の部分

写真5　村長・発起人・世話人・寄附者などの名
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